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学 位 論 文 題 名 

 
Evaluation methods of prediction skill and predictability in the Madden-Julian oscillation phase 

space 

（マッデン・ジュリアン振動相空間における予報精度と予測可能性の評価手法） 

 

 

 

博士学位論文審査等の結果について（報告） 

 

 

本学位論文は、熱帯域の季節内変動であるマッデン・ジュリアン振動の相空間上でのふ

るまいに着目し、予測精度および予測可能性の評価法に関する研究を行ったものである。

予測精度の評価は従前、誤差二乗和と原点を基準とした相互相関係数によって行われてき

た。申請者は後者が原点付近に特異性と持つ問題に着目し、予測精度の評価には不適当で

あることを、気象庁１か月アンサンブル予報の解析を通じて示した。また、同評価には各

フェーズにおけるバイアスベクトルの平均が妥当であることを提案した。次に、予測可能

性の評価は通例、アンサンブル予報の広がりによるが、これは予報に用いる数値モデルが

完全であることを仮定しており、予測精度が十分とは言えないマッデン・ジュリアン振動

では正しい評価を与えない可能性がある。そこで、申請者は完全モデルの仮定をおかない

予測可能性限界の推定法を理論的に開発した。また、S2S プロジェクトによる世界各予報

機関の再予報データを使って、予測可能性限界を評価した。S2S プロジェクトデータを利

用した世界初のマルチモデルを使ったマッデン・ジュリアン振動評価である点は特筆され

る。申請者は予測精度の評価について Journal of Meteorological Society of Japanに、

予測可能性の評価について Atmosphereにそれぞれ学術論文として出版されている。また、

国際学会および国内学会、その他ワークショップや研究会等においても、本内容の発表も

行っている。 

 これを要するに、著者はマッデン・ジュリアン振動相空間における予報精度と予測可能

性に対する新手法を開発したのであり、気象学当該分野における貢献は大なるものがあ

る。 

 よって著者は、北海道大学博士（理学）の学位を授与される資格あるものと認める。 

 

 


